


昨
年
１２
月
２７
日
に
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と「
総
合
戦
略
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、

２
０
６
０
年
に
１
億
人
程
度
の
人
口

を
維
持
す
る
と
い
う
展
望
と
、
地
方

の
雇
用
創
出
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
、
時
代
に
あ
っ

た
地
域
づ
く
り
と
地
域
間
連
携
と
い

う
４
つ
の
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
３
日
に
は
平
成
２６
年
度
補
正

予
算
が
成
立
し
、
経
済
対
策
と
地
域

創
生
の
た
め
の
「
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
地
方
に
は
平
成
２７
年
度
に
地

域
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
総
合
戦
略

の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
総
合

戦
略
に
盛
り
込
む
事
業
を
先
行
実
施

す
る
自
治
体
に
は
、
交
付
金
が
先
行

交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
、
本
市
に

と
っ
て
も
人
口
問
題
を
喫
緊
の
課
題

と
と
ら
え
、
国
の
動
き
に
い
ち
早
く

対
応
し
、
昨
年
８
月
に
人
口
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

女
性
に
魅
力
あ
る
ま
ち
戦
略
、
目
指

せ
出
生
率
ア
ッ
プ
戦
略
、
住
み
た
い

ま
ち
な
か
戦
略
、
中
山
間
地
域
元
気

い
き
い
き
戦
略
の
４
つ
の
戦
略
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
人
口
対
策
に
有

効
な
新
た
な
取
り
組
み
、
更
に
充
実

を
図
る
べ
き
取
り
組
み
な
ど
を
整
理

し
な
が
ら
、
人
口
対
策
事
業
と
し
て

ま
と
め
、
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
お

よ
び
平
成
２６
年
度
補
正
予
算
編
成
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
安
来
市
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
策
定
中
の
第
２
次
総

合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
行

し
て
策
定
し
ま
す
。

今
や
地
方
が
主
役
で
す
。
安
来
市

は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
活

か
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域

資
源
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
安
来
市

を
全
国
に
情
報
発
信
し
、
人
口
減
少

対
策
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
。
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４
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「イチゴ×チョコレート」

大好きないちごに大好物のチョ

コレートをつけておいしくないは

ずはありません。タップリつけて

召し上がれ。

・撮 影 日 ３月８日

・撮影場所 道の駅あらエッサ

今月の表紙

市
議
会
３
月
定
例
会

３
月
２
日
に
開
会
し
た
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
近
藤
市
長
が

表
明
し
た
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
平
成
２７
年

度
の
主
要
施
策
の
要
旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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中
期
財
政
計
画
を
基
本
と
し
、
人

口
対
策
事
業
、
市
民
会
館
建
設
事

業
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
安

来
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
を
重
点
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
、
目
的
や
効
果
の

明
確
な
事
業
を
最
優
先
し
て
予
算
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
の
特
例
の
段
階
的
廃
止
が
始

ま
り
、
そ
の
影
響
額
が
圧
縮
さ
れ
る

見
込
み
と
な
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
要
因

や
地
方
消
費
税
交
付
金
の
伸
び
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
３
大
事
業
（
新
安

来
庁
舎
・
新
市
民
会
館
・
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
）、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
・
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
の

拡
充
、
結
婚
活
動
支
援
、
定
住
支
援

な
ど
人
口
対
策
事
業
に
重
点
的
に
予

算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
当
初
予

算
総
額
は
、
対
前
年
度
３３
億
４
０
０

０
万
円
増
の
合
併
後
最
大
と
な
る
２

７
７
億
７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。昨

年
１２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た

緊
急
経
済
対
策
」
を
受
け
、「
地
域

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
と
「
地

方
創
生
先
行
型
」
の
２
つ
の
交
付
金

か
ら
な
る
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ

れ
を
最
大
限
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
、
地
方
版
総
合
戦
略

の
策
定
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
、
創
業

支
援
、
少
子
化
対
策
な
ど
を
重
点
的

に
行
い
ま
す
。
本
議
会
会
期
中
に
総

額
１
億
９
８
０
０
万
円
の
一
般
会
計

補
正
予
算
と
し
て
提
案
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

し
ご
と
・
住
ま
い
・
生
活
情
報
を

収
集
、
提
供
す
る
た
め
定
住

推
進
員
と
職
業
相
談
員
を
配

置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
定
住
窓
口
の
ワ
ン
ス

平
成
２７
年
度
当
初
予
算
案
お

よ
び
平
成
２６
年
度
補
正
予
算

案
の
概
要

市長施政方針

地域資源豊かで魅力あふれる

安来市を全国に情報発信し、

人口減少対策、地域活性化に

取り組みます

― 地方が主役 ―

●
平
成
２６
年
度
補
正
予
算
案

●
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
案

市議会３月定例会で施政方針を述べる近藤市長

平
成
２７
年
度
の
主
要
施
策

―市長施政方針―

■
参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●
定
住
促
進

３広報やすぎ ２０１５年４月



ト
ッ
プ
化
を
図
る
「
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
定

住
相
談
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
、

求
人
・
雇
用
情
報
の
提
供
、
現
地
案

内
、
地
域
と
の
調
整
な
ど
定
住
希
望

者
へ
就
職
、
住
居
、
生
活
と
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
い
、
一
層
の
定
住

促
進
を
図
り
ま
す
。

空
き
家
改
修
助
成
事
業
、
新
婚
世

帯
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
賃
貸
住
宅

入
居
や
中
古
住
宅
取
得
を
支
援
す
る

「
定
住
促
進
支
援
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
低
所
得
者
層
を
対

象
と
し
た
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
助

成
で
は
、
中
堅
所
得
者
層
ま
で
対
象

を
広
げ
、
若
い
世
代
の
市
内
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

市
内
で
の
三
世
代
同
居
ま
た
は
近

居
を
始
め
る
世
帯
を
支
援
す
る
「
３

世
代
世
帯
定
住
促
進
事
業
」
を
新
た

に
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
が
安
来
の
暮
ら
し
を
体
験

で
き
る
「
お
た
め
し
住
宅
」
を
整
備

し
ま
す
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
新
婚
世

帯
、
子
育
て
世
帯
な
ど
各
世
代
の
住

ま
い
に
関
す
る
支
援
策
を
強
化
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市

内
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

を
引
き
続
き
開
催
し
、
市
内
の
結
婚

支
援
者
の
掘
り
起
し
を
行
う
と
と
も

に
、
結
婚
相
談
「
は
ぴ
こ
の
部
屋
」

を
今
後
月
１
回
か
ら
週
１
回
に
増
や

し
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。企

業
と
連
携
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
や
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
の
広
域
で
の
取
り
組
み
も
引
き
続

き
行
い
、
出
会
い
の
機
会
を
増
や
し
、

婚
姻
数
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

住
民
と
の
協
働
の
も
と
、
地
域
の

拠
点
で
あ
る
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
地
域
振
興
と
課
題
解
決
に
向
け

た
事
業
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。
交

流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
地
域
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
地

域
住
民
も
積
極
的
に
地
域
運
営
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
人
材
育
成
と
研
修

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
交
流
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
で
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

主
体
的
・
創
造
的
な
市
民
活
動
を

支
援
す
る
「
地
域
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

事
業
」
を
継
続
し
、
安
来
地
域
ま
で

広
げ
た
「
地
域
元
気
い
き
い
き
補
助

事
業
」
は
更
に
拡
充
し
ま
す
。

戦
後
７０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
な
ど
の
平
和
関

連
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

平
成
２８
年
度
の
し
ゅ
ん
工
を
目
途

に
建
築
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
ま

た
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
な
ど
の
支
障

建
物
の
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。
現

市
民
会
館
の
解
体
後
の
跡
地
は
、
防

災
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
平
成

２７
年
度
は
、
引
き
続
き
市
民
会
館
の

解
体
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
公
園

整
備
計
画
の
策
定
お
よ
び
基
本
設
計

を
行
い
ま
す
。

安
来
庁
舎
の
建
設
に
併
せ
、
広
瀬

庁
舎
・
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
・
伯
太

庁
舎
へ
部
署
を
再
配
置
し
機
能
分
担

を
明
確
に
し
て
、
来
庁
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

平
成
２７
年
１０
月
か
ら
順
次
、
付
番

・
通
知
が
開
始
さ
れ
、
平
成
２８
年
１

月
か
ら
の
社
会
保
障
分
野
お
よ
び
税

分
野
で
順
次
、
利
用
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
改
修
を
は
じ
め
、
導
入
に
必
要

な
諸
準
備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

平
成
２６
年
度
に
行
っ
た
工
業
団
地

適
地
選
定
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

候
補
地
の
適
地
を
選
定
し
ま
す
。

企
業
の
設
備
投
資
お
よ
び
雇
用
増

大
を
図
る
「
企
業
立
地
雇
用
促
進
事

業
」、
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
な

▽
結
婚
活
動
支
援
事
業

▲安来庁舎。今後、平成２８年

度のしゅん工に向け建築工事

に着手します。

広報やすぎ ２０１５年４月

▽
住
居
支
援
事
業

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入

推
進

▲婚活サポーター養成セミナー

の様子。

●
新
安
来
庁
舎
建
築

■
多
彩
な
魅
力
と
創
造
力
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

●
商
工
業
振
興
お
よ
び
雇
用
促
進

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立

４



ど
を
補
助
す
る
「
も
の
づ
く
り
企
業

技
術
開
発
支
援
事
業
」
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
事

業
は
、
国
際
規
格
認
証
取
得
促
進
支

援
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
更
な
る

販
路
拡
大
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の

発
展
を
図
り
ま
す
。

昨
年
１０
月
に
国
の
認
定
を
受
け
た

「
安
来
市
創
業
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
市
内
創
業
者
数
の
増
加
を

図
る
た
め
、
創
業
・
事
業
継
承
セ
ミ

ナ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
事
業
を

実
施
し
、
熱
意
あ
る
創
業
希
望
者
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

安
来
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携
し

て
、
全
国
的
に
取
り
組
み
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
先
進
的
な
活
性
化
の
手
法

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
開
催
を
支
援
し
、

商
店
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

市
内
の
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、
全
世
帯
を
対

象
に
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯

に
購
入
限
度
額
を
加
算
し
た
、
２０
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
「
家
族
ふ
れ

あ
い
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

新
た
に
誘
客
推
進
事
業
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

観
光
振
興
プ
ラ
ン
実
施
の
サ
ポ
ー
ト

お
よ
び
中
山
間
地
域
の
既
存
・
新
規

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
地
域
お
こ
し
事
業

と
、
月
山
富
田
城
整
備
に
併
せ
た
各

種
誘
客
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

「
安
来
旅
」の
魅
力
と
な
る
清
水
・

さ
ぎ
の
湯
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
や
、
映
画

「
た
た
ら
侍
」
支
援
な
ど
の
各
種
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
需
要
が
見
込
ま
れ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
旅
行
者
）

へ
の
対
応
事
業
な
ど
を
安
来
市
観
光

協
会
へ
委
託
し
誘
客
を
図
り
ま
す
。

政
府
の
「
米
穀
の
需
給
及
び
価
格

の
安
定
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
受

け
、
安
来
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と

の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
所
得
安
定

対
策
直
接
支
払
制
度
お
よ
び
需
給
調

整
を
円
滑
に
推
進
し
、
安
定
的
な
農

業
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

担
い
手
へ
の
農
地
集
約
化
で
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
進
め
る
た

め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業

を
活
用
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
推
進
と
と
も
に
積
極
的
な
農
業
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
新
規
就
農
者
の
定

住
支
援
と
し
て
、
農
地
・
住
居
・
集

落
・
師
匠
な
ど
受
け
入
れ
体
制
を
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
就
農
で
き
る
よ
う
就
農
と
定
住
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

安
来
農
林
振
興
協
議
会
で
、
新
た

に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」
や

「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
交
付
金
」
な
ど
を
活
用
し
、
地

域
農
業
の
振
興
・
地
域
活
性
化
・
定

住
対
策
へ
と
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
す
。

林
業
で
は
、
松
江
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
の
チ
ッ
プ
用
材
の
需
要
増
に
対

応
し
、
市
内
森
林
資
源
の
積
極
的
な

活
用
と
中
山
間
地
域
に
お
け
る
林
業

の
雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
森
林
組

合
に
木
材
搬
出
経
費
の
補
助
や
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
支
援
を
新
た
に

行
い
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、「
安

能
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
」
が
１１
月
に
完
了
し
、
全
線
供
用

開
始
さ
れ
る
ほ
か
、
新
た
に
安
田
地

区
の
大
区
画
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手

し
、
営
農
組
織
の
法
人
化
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

吉
田
地
区
、
宇
賀
荘
第
３
地
区
の

ほ
場
整
備
、
大
郷
地
区
農
道
整
備
な

ど
新
規
採
択
に
向
け
、
引
き
続
き
調

査
業
務
を
進
め
ま
す
。

平
成
２７
年
度
か
ら
法
制
化
さ
れ
る

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
、
農
地
の
維
持
管
理
、
農

業
用
施
設
の
長
寿
命
化
や
農

村
環
境
の
保
全
活
動
を
行
う

活
動
組
織
を
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

●
観
光
振
興

▲整備が進む安農広域農道。平

成２７年１１月に全線が開通する予

定です。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

▲スマートフォンなどで、近く
の観光スポットやグルメスポッ
トの検索などができる安来の観
光案内サービス「どげなび」。

―市長施政方針―

●
農
林
業
振
興

５広報やすぎ ２０１５年４月



生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
事

業
と
し
て
、
中
海
沿
岸
地
域
の
「
市

街
地
循
環
バ
ス
」
の
運
行
や
、
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
宇

波
地
区
で
の
自
治
会
輸
送
活
動
の
導

入
を
目
指
し
、
実
証
運
行
お
よ
び
実

施
計
画
の
策
定
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地
域
の

解
消
に
向
け
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、

新
た
な
交
通
移
動
手
段
の
検
証
お
よ

び
導
入
を
年
次
的
に
進
め
ま
す
。

昨
年
、
県
と
の
協
議
が
整
い
着
手

す
る
こ
と
と
し
た
「
中
海
ふ
れ
あ
い

公
園
（
仮
称
）」
の
整
備
に
つ
い
て
、

平
成
３０
年
度
の
完
了
を
目
指
し
、
用

地
の
取
得
と
測
量
調
査
設
計
、
造
成

整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

道
路
網
の
将
来
を
見
据
え
、
交
付

金
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、
市
道
沢

吉
岡
線
、
本
町
御
笠
線
、
安
来
港
飯

島
線
、
山
根
１
号
線
、
中
島
津
田
平

線
、
杉
谷
線
、
木
戸
川
東
線
な
ど
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
災
害
防

除
事
業
と
し
て
法
面
の
落
石
、
土
砂

崩
れ
な
ど
の
防
止
対
策
工
事
を
実
施

し
、
安
全
な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

健
全
で
秩
序
あ
る
都
市
の
発
展
、

適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
平

成
２７
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
る
和
田
南

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

平
成
２６
年
度
に
見
直
し
た
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
既

存
公
営
住
宅
の
長
期
利
用
を
図
る
た

め
、
平
成
２７
年
度
は
和
田
団
地
（
中

層
）
の
外
部
耐
久
性
向
上
工
事
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

空
洞
化
す
る
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
り
、
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進

す
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者

な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
民
間
賃

貸
住
宅
の
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
今
津
ポ
ン
プ
場
の
改

修
や
合
併
前
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

を
一
元
化
し
、
安
定
し
た
水
道
水
の

供
給
に
努
め
ま
す
。
平
成
２８
年
度
末

の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
統
合
に
向

け
、
水
道
事
業
の
再
編
を
進
め
、
効

率
性
・
合
理
性
を
高
め
、
統
合
後
の

建
全
な
企
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
浄
化
槽
整
備

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
集
落

排
水
施
設
の
改
修
工
事
に
着
手
し
、

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
解
消
と
水

洗
化
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

浸
水
対
策
と
し
て
南
十
神
地
区
の

き
ょ

西
ノ
川
・
前
ノ
川
雨
水
渠
整
備
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

経
済
的
か
つ
効
率
的
な
施
設
運
営

を
図
る
た
め
、
各
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の

可
燃
ご
み
処
理
の
方
針
を
示
す
た
め

に
調
査
検
討
し
ま
す
。

２
月
１２
日
に
竣
工
式
を
行
い
、
１９

日
か
ら
消
防
署
機
能
を
移
転
し
、
一

部
業
務
を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
本

署
、
広
瀬
分
署
、
伯
太
分
署
そ
れ
ぞ

れ
で
行
っ
て
い
た
１
１
９
番
緊
急
通

報
の
受
付
を
、
新
た
に
整
備
し
た
高

機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

通
信
指
令
室
で
一
括
管
理
し
て
い
ま

す
。
迅
速
で
確
実
な
災
害
場
所
の
把

握
と
、
通
報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
短
縮
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
と

救
命
率
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

平
成
９
年
、
１０
年
度
で
整
備
し
た

島
根
県
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

衛
星
系
設
備
を
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、

水
害
時
の
土
の
う
搬
送
、
災
害
支
援

物
資
、
重
量
資
機
材
の
搬
送
を
行
う

た
め
の
消
防
車
両
を
更
新
し
ま
す
。

▲新築した消防新庁舎。

■
み
ん
な
が
住
み
よ
い
快
適
環

境
の
ま
ち
づ
く
り

●
生
活
交
通
移
動
手
段
の
確
保

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

広報やすぎ ２０１５年４月

●
上
水
道
整
備

●
消
防
新
庁
舎

●
生
活
環
境
整
備
の
促
進

●
下
水
道
整
備

▲宇波地区で行われた自治会

輸送活動の社会実験。

●
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業

●
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

●
地
域
防
災
の
推
進

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮
称
）

の
整
備

６



昨
年
に
発
生
し
た
広
島
市
の
土
砂

災
害
に
伴
う
本
市
の
緊
急
消
防
隊
援

助
活
動
に
対
し
、
消
防
庁
長
官
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
消
防
隊

員
の
危
険
を
顧
み
な
い
活
動
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
活
動

に
向
け
大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
医

療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
入
院
費
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
医
療

費
無
料
化
の
対
象
を
小
学
校
６
年
生

ま
で
さ
ら
に
拡
充
し
ま
す
。

働
き
盛
り
世
代
を
中
心
に
、
新
た

に
大
腸
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
の
導

入
や
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
な

ど
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

健
康
教
育
、
訪
問
指
導
、
健
康
相

談
な
ど
総
合
的
な
保
健
活
動
を
実
施

し
、
健
康
増
進
計
画
「
健
康
や
す
ぎ

２１
（
第
２
次
計
画
）」
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
第
３
次
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

平
成
２７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
宅
確
保
給

付
金
事
業
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、

家
計
相
談
支
援
事
業
、
学
習
支
援
事

業
、
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
、
生

活
困
窮
者
へ
の
早
期
の
支
援
と
自
立

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

「
結
集
！
し
ま
ね
の
子
育
て
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し
て
、
地

域
住
民
が
積
極
的
に
子
ど
も
の
教
育

や
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

２５
年
度
か
ら
広
瀬
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
進
め
て
き
た
教
育
支
援
活
動

を
、
新
年
度
よ
り
新
た
に
伯
太
地
区

で
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

宇
賀
荘
と
比
田
の
２
カ
所
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
市
内
１３
カ
所
で
実
施

し
ま
す
。
こ
の
う
ち
母
里
と
南
の
２

カ
所
に
つ
い
て
は
施
設
の
新
築
移
転

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
全
て
の
就
学
前
児
童
に
対
し

て
質
の
高
い
教
育
・
保
育
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
「
認
定
こ
ど
も

園
」
へ
の
移
行
を
進
め
ま
す
。

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
へ

の
治
療
や
人
工
受
精
な
ど
の
自
己
負

担
額
の
一
部
に
つ
い
て
、
助
成
の
上

限
額
を
年
５
万
円
に
拡
充
し
ま
す
。

妊
婦
健
診
で
は
、
新
た
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
を
加
え
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。
育

児
不
安
の
大
き
い
出
産
前
後
の
妊
産

婦
・
乳
児
や
養
育
困
難
家
庭
に
対
し
、

家
庭
訪
問
に
よ
る
子
育
て
相
談
・
育

児
指
導
な
ど
を
行
い
、
虐
待
予
防
や

育
児
不
安
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図

り
ま
す
。
広
瀬
・
伯
太
地
域
の
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
新
た
に
安
来
地

域
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相

談
支
援
業
務
の
強
化
、
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
費
用
負
担
が
困
難
な

低
所
得
者
に
家
賃
、
光
熱
水
費
の
利

用
者
負
担
の
軽
減
を
行
う
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
対
し

て
、
新
た
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校
な
ど
と

連
携
し
、
市
内
の
介
護
事
業
所
で
働

く
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
た
な
い

職
員
に
対
し
、
福
祉
専
門
学
校
の
入

学
金
免
除
や
生
活
資
金
の
助
成
、
奨

学
金
返
還
の
一
部
免
除
を
行
い
ま

す
。
福
祉
専
門
学
校
へ
の
一
般
新
入

学
生
に
つ
い
て
も
、
卒
業
後
の
市
内

事
業
者
へ
の
就
職
を
条
件
に
、
奨
学

金
返
還
の
一
部
免
除
を
行
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
と
し
て

平
成
２８
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
、

平
成
２７
年
度
は
造
成
工
事
、
建
設
工

●
幼
保
一
体
化
事
業

●
地
域
福
祉
の
充
実

●
母
子
保
健
事
業

■
地
域
の
中
で
支
え
あ
う
安
心

の
ま
ち
づ
く
り

●
保
健
・
医
療
の
充
実

●
子
育
て
環
境
の
充
実

■
ひ
と
が
輝
く
活
力
発
揮
の
ま

ち
づ
く
り

●
学
校
教
育
の
充
実

●
が
ん
対
策
事
業

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

▲小中学校の全

ての普通教室に

エアコンを設置

します。

―市長施政方針―

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

エアコン設置予定箇所

●
健
康
増
進
事
業

７広報やすぎ ２０１５年４月



事
、
厨
房
機
器
な
ど
の
整
備
と
管
理

運
営
の
計
画
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
す
。
平
成
２９
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
市
内
の
小
中
学
校
全
て

の
普
通
教
室
へ
設
置
し
ま
す
。

各
学
校
の
特
別
な
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者
に

対
す
る
教
育
相
談
や
校
内
支
援
体
制

の
充
実
を
図
り
、
学
校
・
家
庭
・
教

育
委
員
会
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

学
校
支
援
・
放
課
後
支
援
・
家
庭

支
援
を
総
合
的
に
調
整
す
る
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
内
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
全
体
で

子
育
て
に
関
わ
る
仕
組
み
と
意
識
の

醸
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
に
携
わ
る
地
域
の
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育

大
会
テ
ニ
ス
競
技
の
開
催
に
向
け
、

市
内
の
高
校
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

の
関
係
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

安
来
運
動
公
園
な
ど
の
体
育
施
設

の
改
修
整
備
を
行
い
、
安
全
で
快
適

な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供
し
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

月
山
富
田
城
跡
を
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
観
光
資
源
、
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

を
行
い
ま
す
。
平
成
２７
年
度
か
ら
、

基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の
発
掘
調

査
、
用
地
の
公
有
地
化
、
樹
木
の
伐

採
、
園
路
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る

魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
、

５
カ
年
計
画
で
整
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
２９
年
９
月
の
開
館
を
目
指

し
、
建
設
お
よ
び
造
成
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
開
館
後
の
管
理
運
営
の

た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
民
や
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
基
本
構
想
案
と
基
本
計
画
案
を

ま
と
め
、
平
成
２７
年
１２
月
議
会
に
諮

る
予
定
で
す
。
並
行
し
て
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
策
定
を
進

め
、
互
い
に
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、

よ
り
実
効
性
を
高
め
ま
す
。
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
と
の
広

域
的
な
連
携
も
盛
り
込
み
ま
す
。

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、

教
育
委
員
会
制
度
が
抜
本
的
に
見
直

さ
れ
ま
す
。「
責
任
の
所
在
の
不
明

確
さ
」、「
い
じ
め
問
題
等
に

対
す
る
対
応
」
な
ど
現
行
制

度
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
に

対
応
す
る
も
の
で
す
。
安
来

市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
速
や
か
に
新
た
な
教
育
委
員
会

制
度
に
移
行
し
、
地
域
住
民
の
意
思

を
的
確
に
反
映
し
つ
つ
、
教
育
行
政

の
充
実
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

今
回
提
案
し
ま
す
案
件
は
、
議
決

案
件
４６
件
、
報
告
案
件
１
件
で
す
。

平
成
２６
年
度
安
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
２
４
０
０
万
円
の
増
額

を
計
上
し
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
給

与
改
定
に
伴
う
人
件
費
、
財
政
調
整

基
金
、
市
有
財
産
整
備
基
金
な
ど
の

基
金
の
積
み
立
て
、
そ
の
ほ
か
各
種

事
業
の
決
算
見
込
み
に
伴
い
減
額
予

算
を
計
上
し
ま
す
。

●
第
２
次
安
来
市
総
合
計
画
・
総
合

戦
略

広報やすぎ ２０１５年４月

●
文
化
活
動
の
推
進

諸
議
案
の
提
案

●
新
教
育
委
員
会
制
度
へ
の
移
行

●
社
会
教
育
の
充
実

●
市
民
会
館
建
設
事
業

▲切川地区に建設する給食セン

ター（左）と安来市民会館（仮称）。

▲東側から見た月山富田城跡。

―市長施政方針―

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進

■
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
６
０

８



島
根
県
内
と
鳥
取
県
西
部
の
一
部

の
医
療
機
関
な
ど
で
資
格
証
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
保
険
診
療
部
分
の
自
己
負
担

額
が
無
料
と
な
り
支
払
い
が
な
く
な

り
ま
す
。

資
格
証
の
提
示
後
も
支
払
い
を
求

め
ら
れ
た
場
合
は
、
自
己
負
担
額
を

い
っ
た
ん
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

後
、
市
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
自
己
負
担
額
を
返
還
し
ま
す
。

小
学
生
の
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主

宛
に
、
６
年
生
ま
で
使
用
で
き
る
資

格
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
新
２
年
・
３
年
・
４
年
生

の
保
護
者
は
、現
在
お
持
ち
の
資
格

証
を
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ど
げ
な
か
ね
３
月
号
で
は
、
新
１

年
生
に
送
付
す
る
資
格
証
の
使
用
期

限
を
小
学
３
年
生
ま
で
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
小
学
６
年
生
ま
で
と

し
ま
す
。

窓
口
で
保
険
証
と
資
格
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い

資
格
証
を
送
付
し
ま
す

払
い
戻
し
手
続
き
に
つ
い
て

所得

制限

なし

なし

なし

ひと月当たりの自己負担上限額

薬 局

０円

０円

０円

（助成対象外）

通 院

０円

０円

０円

（助成対象外）

入 院

０円

０円

０円

（15,000 円）

自己負担割合

原則総医療費の

２割

原則総医療費の

３割

原則総医療費の

３割

区 分

０歳～就学前

小学 1年生～

３年生

小学４年生～

６年生

平
成
２７
年
４
月
か
ら
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
に
よ
る
自
己
負

担
額
が
無
料
と
な
る
対
象
年
齢
を
、
現
在
の
「
小
学
３
年
生
ま
で
」
か

ら
「
小
学
６
年
生
ま
で
」
に
拡
大
し
、
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

より安心して子育てできる環境をつくり子育て世代を応援します

医
療
機
関
な
ど
で
負
担
さ
れ
た
自

己
負
担
額
の
払
い
戻
し
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
（
保
険

点
数
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

・
印
鑑

・
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
払
い
戻
し
申
請
は
、
一
カ
月
分
を

ま
と
め
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口

・
保
険
年
金
課
３
番
窓
口（
安
来
庁
舎
）

・
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー（
広
瀬
庁
舎
）

・
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー（
伯
太
庁
舎
）

※
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
４
月
以
降

の
数
カ
月
は
、
多
く
の
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
支
払
い
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、

市
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
、
指
定

さ
れ
た
口
座
に
自
己
負
担
額
を
返
還

し
ま
す
。

返
還
に
は
領
収
書
が
必
要
で
す
の

で
、
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

４月１日からの乳幼児医療費の自己負担額 ※( )内は改正前

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

℡
２３‐

３
０
８
６
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ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
な
ど
を
運
営

す
る
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
株
式

会
社
は
、
市
が
定
め
る
避
難
所
な
ど

の
う
ち
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学

校
、
観
光
施
設
な
ど
７０
カ
所
に
、
無

線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
市
と
共
同
で
整
備
し
、「
ど

じ
ょ
っ
こ
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
」
と
し
て
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
避
難
所
で
の
通
信
手
段

を
確
保
し
、
平
常
時
は
市
民
や
観
光

客
に
観
光
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
、

地
域
防
災
や
観
光
振
興
な
ど
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
に
対
応
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。
災
害
情
報
や
観
光
・
地
域

情
報
の
収
集
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
と
は
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
を
、
無

線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る

方
法
（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
一
つ
。

Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
（
接
続
で

き
る
場
所
）
で
は
、
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
に

対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

端
末
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
利
用
制
限
な
ど
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
「
ど
じ
ょ
っ
こ
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
」
に

接
続
す
る
に
は
？

ど
じ
ょ
っ
こ
Ｗ
ｉ‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ

ト
で
、
端
末
を
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
接
続
に

設
定
後
、
接
続
し
ま
す
。（
詳
し
く

は
、
画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
進
ん
で

く
だ
さ
い
）

ま
た
、
平
常
時
と
災
害
時
（
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
と
き
）
で
、
接
続

方
法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

①
平
常
時
…
接
続
時
は
、
安
来
市
観

光
協
会
や
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ

レ
ビ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
優
先
し
て

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
災
害
時
（
避
難
所
開
設
時
）
…
接

続
時
は
、
安
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

防
災
情
報
サ
イ
ト
を
優
先
し
て
開
く

こ
と
が
で
き
る
状
態
を
追
加
し
ま
す
。

「どじょっこＷｉ－Ｆｉ」で避難先での情報確保

山陰ケーブルビジョンと協定締結

▼このステッカーが
貼ってある施設で「ど
じょっこWi-Fi」が利
用できます。

２
月
１８
日
、
山
陰
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
と
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
運
用
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

国
の
補
助
事
業
に
よ
る
機
器
の
設

置
費
用
は
、
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社
が
負
担
し
、
通
信
費
は

市
と
折
半
。
管
理
は
両
者
が
協
議
し

な
が
ら
行
い
ま
す
。

同
社
の
進
藤
社
長
は
「
防
災
や
観

光
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

WWii--FFii（（無無線線 LLAANN））ののアアククセセスス
ポポイインントトをを７７００カカ所所にに整整備備ししままししたた

無料でインターネットに接続できます

▲

握
手
を
交
わ
す
山
陰
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
の
進
藤

正
英
社
長（
右
）と
近
藤
市
長
。

広報やすぎ ２０１５年４月１０



所 在 地

広瀬町広瀬 703

広瀬町広瀬 811

広瀬町広瀬 751

広瀬町広瀬 117

広瀬町広瀬 2548

広瀬町広瀬 307

広瀬町広瀬 1930-1

広瀬町菅原 604

広瀬町富田 1470

広瀬町富田 2656

広瀬町下山佐 498

広瀬町上山佐 654-5

広瀬町上山佐 608-2

広瀬町奥田原 602-1

広瀬町宇波 482-2

広瀬町布部 345-40

広瀬町布部 1152

広瀬町西谷 376-6

広瀬町西比田 1708-4

広瀬町東比田 950-11

広瀬町西比田 1659

広瀬町東比田 1373

伯太町安田中 158

伯太町安田 1213-1

伯太町東母里 580

伯太町東母里 572-1

伯太町西母里 1040-1

伯太町母里 28

伯太町西母里 940-6

伯太町西母里 231-5

伯太町井尻 77

伯太町井尻 859-2

伯太町赤屋 118-2

伯太町赤屋 123

施 設 名 称

安来市役所広瀬庁舎

広瀬中央交流センター

広瀬小学校体育館

学習支援センターあすなろ

（旧広瀬中学校）

広瀬体育館

広瀬中央公園体育館

広瀬保健センター

菅原交流センター

広瀬中学校体育館

富田山荘

下山佐交流センター

山佐交流センター

山佐小学校体育館

奥田原交流センター

宇波交流センター

布部交流センター

布部小学校体育館

西谷交流センター

比田交流センター

東比田交流センター

比田小学校体育館

湯田山荘

安田交流センター

安田小学校体育館

安来市役所伯太庁舎

伯太中央交流センター

母里小学校体育館

はくた文化学習館

伯太中学校体育館

伯太体育館

井尻交流センター

井尻小学校体育館

赤屋交流センター

赤屋小学校体育館

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

所 在 地

安来町 878-2

安来町 896-1

安来町 843-3

飯島町 792

安来町 865-1

安来町 1931-1

安来町 1062-1

安来町 1058-1

安来町 1281-1

宮内町 101

安来町 1337-1

安来町 761-4

上坂田町 574

赤江町 1843

今津町 532-2

荒島町 3353-5

荒島町 2728

西赤江町 395

飯生町 566-3

飯生町 265

能義町 310

宇賀荘町 98-1

清井町 300

吉岡町 7

吉岡町 7

吉岡町 450

佐久保町 115

清瀬町 230

大塚町 400-1

上吉田町 618-1

飯梨町 445-1

植田町 398

古川町 835

古川町 534

穂日島町 485

穂日島町 485

施 設 名 称

安来市役所安来庁舎

安来中央交流センター

十神小学校体育館

第一中学校体育館

安来ショッパーズプラザ

十神地区学習等供用施設

安来市立図書館

和鋼博物館

社日交流センター

社日小学校体育館

安来市民体育館

プラーナ

赤江交流センター

赤江小学校体育館

安来市学習訓練センター

荒島交流センター

荒島小学校体育館

第三中学校体育館

能義交流センター

能義小学校体育館

情報科学高等学校体育館

宇賀荘交流センター

宇賀荘小学校体育館

第二中学校

南体育館

安来運動公園

安来高等学校体育館

南小学校体育館

大塚交流センター

吉田交流センター

飯梨交流センター

飯梨小学校体育館

夢ランドしらさぎ

安来節演芸館

島田交流センター

島田小学校体育館

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

「どじょっこＷｉ―Ｆｉ」アクセスポイント一覧

■問い合わせ

・情報政策課

℡２３‐３０７７

・やすぎどじょっこテレビ
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現
在
の
商
工
会
議
所
や
市
民
広
場

の
位
置
に
建
設
し
ま
す
。
敷
地
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
東
棟
を
木
戸
川

に
沿
っ
て
配
置
し
、
来
庁
者
を
迎
え

入
れ
る
形
状
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
民
会
館
の
跡
地
は
、
防
災
公

園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
平
常
時
に

は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
災
害

時
に
は
「
避
難
場
所
」
や
「
災
害
対

策
の
活
動
拠
点
」
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

・
建
築
構
造
…
地
上
４
階
建
て
、
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

・
建
物
の
高
さ
…
約
２１
㍍

・
建
築
面
積
…
約
２
２
０
０
平
方
㍍

・
延
床
面
積
…
約
６
３
０
０
平
方
㍍

・
概
算
事
業
費
…
３９
億
２
８
０
０
万

円
（
外
構
、
設
計
、
用
地
、
造
成
費

な
ど
を
含
む
）

（（外外観観イイメメーージジ））

北北側側かかららみみたた新新安安来来庁庁舎舎

新新安安来来庁庁舎舎のの概概要要ををおお知知ららせせししまますす

新
安
来
庁
舎
の
建
設
は
、
昨
年
４
月
に
策
定
し
た
基
本
計
画
（
庁
舎
を
建
設
す
る
た
め
の

指
針
）
を
基
に
、
具
体
的
な
形
状
や
構
造
、
配
置
な
ど
を
ま
と
め
た
基
本
設
計
を
策
定
し
ま

し
た
。
新
安
来
庁
舎
の
基
本
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
現
在
、
運
営
コ
ス
ト
や
実
際
の
業
務
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
詳
細
な
実
施
設
計
を
策

定
中
で
す
。
今
後
、
実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
今
回
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

■
新
安
来
庁
舎
の
配
置

・
木
戸
川
の
親
水
空
間
に
密
接
に
寄
り
添
い
、公
園
の
中
に
あ
る
庁
舎

・
来
庁
者
を
優
し
く
迎
え
入
れ
る
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁
舎

・
庁
舎
の
南
北
の
広
場
お
よ
び
南
側
の
防
災
公
園
が
一
体
的
で
、
連

続
性
の
あ
る
庁
舎
配
置

平平成成２２８８年年度度完完成成予予定定

新安来庁舎位置図

■
施
設
の
概
要

※
新
安
来
庁
舎
の
建
設
は
、
現
庁
舎
の
１
号
棟
・
３
号
棟
を
使

用
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

広報やすぎ ２０１５年４月１２



・
木
戸
川
に
寄
り
添
う
配
置
計
画

・
明
確
な
歩
車
道
の
分
離

・
災
害
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能（
耐

震
性
、
防
災
対
策
室
、
自
家
発
電
設

備
な
ど
）

・
自
然
採
光
・
自
然
通
風
、
自
然
換

気
を
有
効
に
利
用

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
明
る
い

庁
舎

・
わ
か
り
や
す
い
１
階
の
市
民
窓
口

１
階
…
市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
税

務
課
・
納
税
課
・
環
境
政
策
課
・
会

計
課

・
市
民
の
利
用
が
特
に
多
い
窓
口
部

署
や
金
融
機
関
な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

・
中
央
の
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
に
、
総
合

案
内
と
証
明
書
交
付
専
用
窓
口
を
設

け
る
こ
と
で
、
待
ち
時
間
の
短
縮
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
ラ
ウ
ン
ジ

か
ら
は
、
１
階
が
見
渡
せ
る
わ
か
り

や
す
い
配
置
と
し
て
い
ま
す
。

・
税
務
課
・
納
税
課
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め

通
路
を
広
く
取
り
ま
す
。

・
授
乳
室
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
、
子
育
て
世
代
が
快
適
に
使
用

で
き
る
施
設
に
し
ま
す
。

２
階
…
管
財
課
・
地
域
振
興
課
・
市

民
参
画
課
・
商
工
観
光
課
・
人
権
施

策
推
進
課
・
市
民
相
談
室
・
選
挙
管

理
委
員
会

・
１
階
の
部
署
に
比
べ
、
来
庁
者
が

少
な
い
窓
口
部
署
を
配
置
し
ま
す
。

・
入
札
室
、
市
民
相
談
室
な
ど
の
専

門
的
な
部
屋
を
設
置
し
ま
す
。

・
中
央
部
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
す
。

３
階
…
秘
書
課
、
定
住
企
画
課
、
総

務
課
、
財
政
課
、
危
機
管
理
課
、
人

事
課

・
管
理
部
門
、
政
策
部
門
の
部
署
を

配
置
し
ま
す
。

・
防
災
対
策
室
を
設
置
し
ま
す
。

４
階
…
議
会
事
務
局

・
議
場
や
委
員
会
室
な
ど
議
会
関
係

の
フ
ロ
ア
と
し
ま
す
。

■
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
新
安
来
庁
舎
基
本
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

・
平
成
２６
年
度
…
実
施
設
計

・
平
成
２７
年
度
…
支
障
建
物

解
体
（
市
民
会
館
・
防
災
セ

ン
タ
ー
・
に
ぎ
わ
い
交
流
館

な
ど
）、
新
庁
舎
工
事
着
工

・
平
成
２８
年
度
…
新
庁
舎
完

成
、
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

・
平
成
２９
年
度
…
現
庁
舎
解

体
、
外
構
工
事

（（外外観観イイメメーージジ））南南側側

■
各
階
の
詳
細

新安来庁舎１階見取り図

※机や課の配置は未定です

●
問
い
合
わ
せ

庁
舎
建
設
室

℡
２３‐
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行
政
改
革
審
議
会
は
２
月
６
日
、

平
成
２７
年
度
か
ら
五
カ
年
の
行
政
改

革
の
方
向
性
を
と
り
ま
と
め
た
答
申

書
を
近
藤
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
人
口
推
移
、
大
型
事
業
を
踏
ま

え
た
財
政
状
況
に
つ
い
て
触
れ
、
①

若
者
や
子
育
て
世
代
に
配
慮
し
た
施

策
や
自
然
減
を
食
い
止
め
る
な
ど
、

人
口
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
、
②
地

域
や
学
校
、
企
業
な
ど
各
団
体
と
連

携
を
図
り
、
若
年
層
や
高
齢
者
層
を

含
め
た
協
働
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、

③
施
設
の
有
効
活
用
も
見
据
え
、
自

治
体
規
模
に
合
っ
た
施
設
の
検
討
・

再
編
・
老
朽
化
対
策
を
す
る
こ
と
な

ど
、
３
つ
の
推
進
項
目
を
示
し
ま
し
た
。
市
で
は
答
申
を
踏
ま
え
第
３
次
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

安
来
町
大
市
場
の
原
本
家
住
宅
が

２
月
１７
日
、
安
来
市
指
定
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。

原
本
家
住
宅
は
、
明
治
１７
年
に
安

来
町
の
中
心
部
に
建
設
さ
れ
、
主

屋
、
書
院
、
離
れ
、
土
蔵
、
長
屋
、

土
塀
な
ど
を
配
置
し
た
広
い
邸
宅
で

す
。敷

地
の
中
に
は
明
治
時
代
以
来
の

建
物
や
施
設
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ

て
お
り
、
幾
分
の
改
修
歴
は
あ
り
ま

す
が
、
ほ
ぼ
健
全
な
保
存
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
来
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
現
在
の
奥
出
雲
町
で

算
出
す
る
鋼
の
積
出
港
と
し
て
、
商

業
、
工
業
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
大

い
に
栄
え
ま
し
た
。
隆
盛
を
誇
っ
た

こ
の
時
代
に
現
在
の
安
来
の
町
並
み

が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
商

業
で
栄
え
た
原
本
家
が
建
築
し
た
住

宅
は
、
当
時
の
安
来
の
隆
盛
を
写
し

出
す
代
表
的
な
建
築
物
で
あ
り
、
最

も
際
立
っ
た
明
治
建
築
で
す
。

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
今
後
も
長

く
保
存
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
評

価
さ
れ
、
市
指
定
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。

※
原
本
家
住
宅
は
、
現
在
も
ご
自
宅

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

通
常
時
に
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
２
月
１８
日
か
ら
３
日
間
、
安
来
・

広
瀬
・
伯
太
の
３
カ
所
で
市
政
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
藤
市
長
を
は
じ
め
副
市
長
や
部

長
が
出
席
し
、
安
来
市
総
合
計
画

や
、
人
口
対
策
、
新
安
来
庁
舎
・
安

来
市
民
会
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
三

大
事
業
、
財
政
状
況
な
ど
、
長
期
的
な
安
来
市
政
の
展
望
に
つ
い
て
直
接
市

民
に
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
、
地
産
地
消

は
ど
う
な
る
か
」
、「
定
住
化
対
策
と
し
て
教
育
に
も
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行行政政改改革革答答申申書書をを市市長長にに

市市政政懇懇談談会会をを開開催催

▲市民との
意見交換も

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

▲

近
藤
市
長
に
答
申
書
を

渡
す
行
政
改
革
審
議
会
の

小
林
一
夫
会
長
（
左
）。原原本本家家住住宅宅

市市指指定定文文化化財財にに

広報やすぎ ２０１５年４月１４



自
治
会
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
。

１
事
業
あ
た
り
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内
で
限
度
額
20
万
円
、

下
限
額
は
５
万
円
と
し
ま
す
。（
千

円
未
満
切
捨
て
）

①
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
美
観
活

動
事
業

河
川
・
道
路
の
清
掃
、
除
伐
事
業
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

②
生
活
の
安
全
お
よ
び
安
心
活
動
事

業
見
守
り
隊
の
新
規
活
動
な
ど

③
イ
ベ
ン
ト
事
業

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

④
体
育
・
文
化
振
興
お
よ
び
学
習
活

動
事
業

伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
、
ふ
る
さ

と
学
習
な
ど

⑤
市
民
交
流
事
業

地
域
間
交
流
、
世
代
間
交
流
、
都

市
交
流
な
ど

⑥
そ
の
他
地
域
活
性
化
の
た
め
の
事

業
地
域
活
性
化
の
た
め
の
団
体
立
ち

上
げ
な
ど

※
申
請
を
ご
検
討
さ
れ
る
団
体
は
、

事
業
を
始
め
る
前
に
各
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
団
体

■
補
助
金
の
額

■
対
象
事
業

●
問
い
合
わ
せ

・
安
来
地
域
…
定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９

・
広
瀬
地
域
…
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

３
２
０
１

・
伯
太
地
域
…
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

３
３
０
３

地域の元気を応援し、多くの皆さんのご要望にお応えするため、予算を拡充しました！

応
援
し
ま
す
！

活
力
あ
る
集
落
・
地
域
づ
く
り
活
動

安
来
市
地
域
元
気
い
き
い
き
補
助
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

あんどん

【広瀬地域・布部】手作りの行灯が

通りを照らした布部夏祭り

た
だ
し
次
の
事
業
は
対
象
と
し
ま

せ
ん
。

市
で
は
活
力
あ
る
集
落
・
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら

が
取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、「
地
域
元
気
い
き
い
き
補
助

金
」
を
交
付
し
、
そ
の
活
動
や
事
業
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
実
施
主
体
が
法
人
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
を
除
く
）
の
事
業

▽
営
利
活
動
、
政
治
活
動
ま
た
は

宗
教
活
動
と
認
め
ら
れ
る
事
業

▽
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
３
カ
年

間
受
け
た
事
業

▽
補
助
対
象
経
費
が
７
万
５
千
円

未
満
の
事
業

▽
市
の
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る

事
業

【伯太地域・井尻】地元に伝わるイ

ザナミの像を建立

【安来地域・宇賀荘】歴史街道保

全事業

平成２６年度に
活用された事業例

１５広報やすぎ ２０１５年４月



２
月
１２
日
に
竣
工
式
を
挙
行
し
た

消
防
新
庁
舎
で
は
、
２
月
１９
日
か
ら

火
災
・
救
急
な
ど
一
部
の
業
務
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

は
、
事
務
機
能
な
ど
す
べ
て
の
消
防

業
務
を
新
庁
舎
に
移
行
し
て
行
い
ま

す
。新

庁
舎
の
内
部
を
自
由
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
今
回
は
、消
防
車
な

ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
込

み
は
不
要
で
す
。
時
間
内
に
新
庁
舎

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

４
月
５
日
㈰
１０
時
〜
１２

時
、
１３
時
〜
１５
時

※
災
害
や
火
災
な
ど
で
、
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
見
学
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

新
庁
舎
見
学
会
は
、
消
防
業
務
に

支
障
の
出
な
い
範
囲
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
す
る
人

は
、
消
防
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
消
防
総
務
課
℡
２３‐

３
４
１
０

市
民
を
対
象
に
応
急
手
当
の
講
習

会
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
新
庁
舎

内
で
心
肺
蘇
生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど
、
約
１
〜
３
時
間
、
ご
希

望
に
合
わ
せ
一
人
か
ら
で
も
講
習
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
自
治
会
や
事
業
所
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
団
体
で
申
し
込
み
を
さ
れ
た

場
合
、
自
治
会
集
会
所
や
企
業
な
ど

に
出
か
け
講
習

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
警
防
課

℡
２３‐
３
４
２
４

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
て
心
臓
の
動
き
を
取
り
戻
す
た
め

の
機
器
で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
警
防
課

℡
２３‐

３
４
２
４

消
防
新
庁
舎
に
は
、
消
防
団
の
た

め
の
部
屋
を
設
け
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
で
あ
れ
ば
会
議
な
ど
で
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
消
防
総
務
課
℡
２３‐

３
４
１
０

移
転
に
よ
り
消
防
本
部
の
住
所
が

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
所
在
地

〒
６
９
２‐

０
０
１
４

安
来
市
飯
島
町
７
１
１
番
地
１

●
問
い
合
わ
せ

各
課
と
も
従
来
の
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
を
継
続
し
ま
す
。
同
様
に
、
火

災
時
の
問
い
合
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
も
番

号
を
変
更
せ
ず
に
継
続
し
ま
す
。

火
災
や
事
故
な
ど
緊
急
の

場
合
は
、
１
１
９
番
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
消
防
総
務
課
℡
２３‐

３
４
１
０

・
予
防
課
℡
２３‐

３
４
２
３

・
警
防
課
℡
２３‐

３
４
２
４

２３‐

１
９
８
７（
各
課
共
通
）

・
火
災
問
い
合
わ
せ
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
℡
２２‐

２
７
３
１

安
来
市
消
防
新
庁
舎

新
庁
舎
に
お
越
し
く
だ
さ
い

見
学
会
を
開
催
し
ま
す

４４月月１１日日かからら本本部部機機能能をを移移転転しし

本本格格稼稼働働ししまますす

安安来来市市消消防防新新庁庁舎舎

応
急
手
当
講
習
会
を
受
付
中

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
貸
し
出
し
し
ま
す

■問い合わせ 消防総務課℡２３‐３４１０

消
防
団
室
を
お
使
い
く
だ
さ
い

竣
工
式
で
あ
い
さ
つ
を
述
べ

る
近
藤
市
長

広報やすぎ ２０１５年４月１６



国
道
９
号
の
新
庁
舎
出
入
口
に
緊

急
出
動
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
緊

急
時
は
、
赤
色
灯
の
点
灯
と「
出
動
」

の
文
字
で
通
行
車
両
に
緊
急
車
両
の

出
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
出

動
の
際
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

最新システムを導入し、市民の皆さんの安全安心を万全な体制で守ります

緊
急
通
報
に
つ
い
て

新
庁
舎
で
は
、
最
新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
最
新
の
通
信
機
器
を
配
備
し
た
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
種
災
害
時
に
お
い
て
１
１
９
番
の
受
信

か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
短
縮
と
、
確
実
な
現
場
対
応
が
可
能
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

迅
速
で
効
果
的
な
消
防
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
従
来
ど
お

り

２３‐

１
９
８
７
に
て
受
け
付
け

ま
す
。
通
報
用
紙
が
必
要
な
人
は
、

消
防
総
務
課
に
て
配
付
し
ま
す
。

・
広
瀬
分
署
、
伯
太
分
署
、
比
田
駐

在
所
は
、
火
災
な
ど
の
出
動
時
に
職

員
が
不
在
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
各
署
所
の
玄
関
付

近
に
消
防
本
部
へ
の
直
通
電
話
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高高機機能能消消防防指指令令シシスステテムムをを導導入入

１１１１９９番番通通報報かからら現現場場到到着着ままでで迅迅速速・・的的確確なな出出動動体体制制をを構構築築

統合型位置情報表示システム
119番の受信と同時に、指令台画面

に通報者の位置情報や付近地図が瞬時に

表示されます。通報内容では現場の特定

が難しい場合、付近地図から通報地点の

特定を行います。

音声合成システム
自動的に音声で隊員に「予告指令」、「出

動指令」などを出すシステムです。指令

員は119番通報を聴取しながら指令を

出すことができ、通報から出動までの時

間の大幅な短縮が図れます。

ご
協
力
く
だ
さ
い

指令伝送装置・Ｅメール指令装置
出動指令に連動して、出動対象の署所

へ指令情報や災害点地図が記された「指

令書」を送信します。また、隊員（消防

職員）へメールを送信して招集が行えま

す。

車両運用端末装置
GPS（現在位置を測定するためのシ

ステム）機能を装備したナビゲーション

システムを緊急車両に搭載しています。

指令情報や災害地点の付近地図、水利・道

路障害などの災害情報が表示され、最短

ルートで現場に向かうことができます。

▲緊急出動灯

１７広報やすぎ ２０１５年４月



◆
尼
子
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

約
１
０
０
軒
の
民
家
を
彩
る
ひ
な

人
形
。
旧
秦
邸
や
吉
田
酒
造
な
ど
、

趣
の
あ
る
会
場
も
魅
力
で
す
。
５
日

日
１０
時
３０
分
か
ら
武
者
行
列
を
行
う

ほ
か
、
４
日
と
５
日
は
広
瀬
絣
セ
ン

タ
ー
で
流
し
び
な
の
創
作
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
１６
日
㈪
か

ら
４
月
１４
日
㈫
ま
で
は
、
藍
染
め
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
随
時
受
付
。
主
会
場

は
広
瀬
町
民
会
館
（
兼
総
合
案
内

所
）
と
広
瀬
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
。

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

◆
城
下
町
母
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

旧
奥
野
邸
・
後
藤
邸
・
山
本
邸
な

ど
を
は
じ
め
、
歴
史
あ
る
旧
道
沿
い

の
家
並
み
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま
。
は

く
た
文
化
学
習
館
に
も
展
示
し
ま
す
。

稚
児
・
武
者
行
列
が
ま
ち
を
歩
く
時

代
行
列
は
５
日
㈰
１１
時
か
ら
。

●問
母
里
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３７‐

０
２
２
５

◆
白
椿
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

布
部
本
町
通
り
の
家
々
と
、
旧
郵

便
局
、
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー
、
加
納

美
術
館
に
お
ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ
ま

す
。
旧
郵
便
局
で
は
ぼ
た
も
ち
の
お

も
て
な
し
、
加
納
美
術
館
で
は
お
抹

茶
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
自
然
観
察

会
、
ひ
な
人
形
工
作
に
参
加
で
き
ま

す
。

●問
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３６‐

０
０
０
１

◆
尼
子
の
里
富
田
の
ひ
な
流
し

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
富
田
橋
下
流
の
河
川
敷
で
流

し
び
な
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ひ
な
流
し
を
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
申
込
不
要
。
流
し
び
な
は
、
一

つ
５
０
０
円
。
５
日
㈰
１２
時
３０
分
ま

で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

◆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

期
間
内
各
地
区
の
ひ
な
ま
つ
り
と

富
田
の
ひ
な
流
し
を
対
象
と
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
締
め
切
り
は
４

月
３０
日
㈭
。

●問
㈲
フ
ォ
ト
文
具
い
ち
か
わ

℡
３２‐

２
４
１
６

４４月月３３日日㈮㈮～～４４月月５５日日㈰㈰１１００時時～～１１６６時時

■■尼尼子子のの里里ののおおひひななままつつりり（（広広瀬瀬～～下下山山佐佐））

■■城城下下町町母母里里ののおおひひななままつつりり（（母母里里地地区区））

■■白白椿椿のの里里ののおおひひななままつつりり（（布布部部地地区区））

４４月月５５日日㈰㈰１１３３時時～～

■■尼尼子子のの里里富富田田ののひひなな流流しし（（広広瀬瀬絣絣セセンンタターー前前））

シャトルバスの時刻は、

安来市観光協会のホーム

ページをご覧ください。

ＪＲ安来駅を基点とし

て、各会場を往復する無

料シャトルバス（２路

線）を運行します。

シャトルバス運行

（４月５日㈰のみ）

ＪＲ安来駅⇔市民体育

館前⇔母里交流センタ

ー⇔広瀬絣センター⇔

広瀬庁舎

ＪＲ安来駅⇔市民体育

館前⇔広瀬絣センター

⇔広瀬庁舎⇔布部郵便

局前⇔加納美術館

■
問
い
合
わ
せ

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

広報やすぎ ２０１５年４月１８



●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

わ

ら

い

伯
太
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
和
楽
衣
箱
に
よ
る

演
芸
、
女
性
シ
ン
ガ
ー
中
林
知
香
・
オ
ル
ガ
ン
奏
者
Ｌ

ｉ
Ｌ
ｉ
ｃ
ａ
の
ラ
イ
ブ
、
一
宇
川
耕
士
一
行
に
よ
る
安

来
節
公
演
、
伯
太
太
鼓
な
ど
。
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。

●
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
テ
ン
ト
村

地
元
の
特
産
品
販
売
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
。
人
気
の
ど
じ
ょ
う
す
く
い
コ
ー

ナ
ー
や
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
も
登
場
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
場
で
花
の

購
入
も
で
き
ま
す
。
上
の
台
緑
の
村
か
ら
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ

ジ
が
登
場
。
ミ
ニ
電
車
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ウ
オ
ー
ク

花
を
満
喫
し
な
が
ら
、
母
里
地
区
内
を
ぐ
る
り
と
一

周
す
る
約
４
・
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
参
加
無
料
。

▼
受
付
…
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
（
わ
か
さ
会
館
）

９
時
４５
分
〜
１０
時
１５
分

▼
当
日
受
付

●
駐
車
場
案
内
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
車
で
お

越
し
の
際
は
、
案
内
看
板
を
ご
確
認
の
う
え
、
母
里
小

学
校
、
㈲
ド
ゥ
ー
、
㈱
フ
ァ
デ
コ
、
い
き
い
き
の
郷
は

く
た
の
各
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
駐
車
場
・
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
か
ら
会
場
ま
で

は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●問
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
℡
２３‐

３
３
０
０

◆
安
来
公
園
桜
ま
つ
り（
安
来
公
園
）

５
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
ピ

ン
ク
色
に
染
ま
る
社
日
の
丘
。
舞
台

で
は
安
来
節
の
公
演
も
行
わ
れ
ま

す
。
夜
に
は
ボ
ン
ボ
リ
が
点
灯
。
観

覧
無
料
。

▼
安
来
節
公
演
…
４
月
４
日
㈯
〜
１２

日
㈰
平
日
１９
時
〜
、
土
日
は
１３
・
１５
・

１９
時
〜

▼
子
ど
も
安
来
節
…
４
月
４
日
㈯
１４

時
〜

▼
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
…
３
月
２７
日

㈮
〜
４
月
１２
日
㈰
１８
時
〜
２２
時

※
駐
車
場
は
、
市
民
体
育
館
裏
側
第

２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
安
来
市
観
光
協
会℡

２３‐

７
６
６
７

◆
お
糸
ま
つ
り（
安
来
公
園
演
舞
場
）

安
来
節
家
元
初
代
渡
部
お
糸
を
し

の
び
、
追
善
供
養
と
安
来
節
の
披
露

が
行
わ
れ
ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
４
月
５
日
㈰

１０
時
〜
１２
時

●問
安
来
節
保
存
会

℡
２８‐

９
９
８
８

◆
ひ
ろ
せ
桜
ま
つ
り

飯
梨
川
沿
い
で
は
ボ
ン
ボ
リ
を
点

灯
。
４
月
１２
日
㈰
は
三
日
月
公
園
で

演
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
観
覧
無
料
。

▼
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
３
月
２８
日
㈯

〜
４
月
１５
日
㈬
１８
時
〜
２２
時

▼
お
花
見
は
太
鼓
壇
か
ら
広
瀬
絣
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
三
日
月
公
園

周
辺

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

ははくくたたチチュューーリリッッププ祭祭
■４月１９日㈰１０時～１６時

■市役所伯太庁舎周辺

第２７回

フォトコンテスト最優秀作品

フォトコンテストも開催！

１９広報やすぎ ２０１５年４月



今年で５回目となる「竹島・北方領土問題を考える」

作文コンクールで、広瀬中学校の生徒の作品が、最優秀

の県知事賞を含めた３点が入賞しました。

コンクールは、県内の中学生が領土問題を正しく理解

し関心を持つことを目的に県などが主催。応募のあった
う み

２5 校９11 点の中から、県知事賞に細木羽美さん、入賞（８
しゅ り なる み

点）に須藤珠里さんと原也実さんが選ばれました。また、

学校賞も広瀬中学校が受賞しました。

県知事賞を受賞した細木さんは「竹島問題の解決とし

て、同じ中学生同士で語り合う機会を設けて関心を高め

ること、そして竹島問題の平和的解決を国民全体でめざ

し、“平和” ということばが本当の意味で一番似合う国

にしていきたい」と作文の中で提言しました。

戦国時代、主家再興に尽力し、布部にゆかりのある

武将・山中鹿介をしのんだ伝統行事“山中祭” が 2 月

14 日、布部交流センターで行われ、地区住民ら約 40

人が参加しました。

布部地区は、1570 年２月 14 日、山中鹿介ら率いる

尼子軍と毛利軍が戦った“布部山の戦い”があった場所。

山中祭は、1913 年から鹿介の生き様に感銘を受けた

布部の有志が、郷土の英雄を顕彰するために始めました。

祭りは午前 6時から始まり、尼子・毛利軍の戦没者

慰霊や鹿介についての講演会などが行われました。終

了後、合戦の朝に尼子再興軍が食したとされる小豆を

入れたおかゆ「陣がゆ」が振る舞われ、参加者らは鹿

介らに思いを馳せながら味わっていま

した。

▲コンクールで入賞した広瀬中の皆さん。

左から須藤さん（３年）、細木さん（３年）、

原さん（３年）。

※広瀬中では、竹島問題について社会の授

業で学習し、３年生全員が領土問題を考え

る作文を書くなどの取り組みを行っていま

す。

▲陣がゆを受け取る参加者。

広報やすぎ ２０１５年４月２０



イチゴの生産量が山陰一の安来市。安来産のブ

ランド“やすぎのいちご”をＰＲしようと道の駅あ

らエッサで３月８日、「やすぎのいちご祭り」が

開催されました。

当日は、開始前から集まった来場者で大にぎわ
あきひめ

い。安来産の「章姫」や「紅ほっぺ」、「かおり野」

などが並べられた売り場では、家族連れなどが試

食で味を確かめたあと、品定めをして次々と買い

求めていました。また、安来産イチゴを使用した

約 30 種類の和洋菓子の販売、やすぎのいちごク

イズ、生産者によるミニライブのほか様々な催し

があり、会場は訪れた来場者であふれました。

主催した生産者で組織するやすぎ苺部会の遠藤

孝会長は、「“やすぎのいちご”のおいしさを、もっ

と多くの人に知ってほしい」と話しました。

安来特産のイチゴをふんだんに使った懐石料理を、料亭

「定九郎」（南十神町）が考案し、“やすぎのいちご”のＰ

Ｒを行っている、やすぎいちご女子会に振る舞いました。

安来産イチゴの良さを広めたいと考案された懐石は、イ

チゴと大根おろしを料理した「いちご豆腐」、イチゴの天

ぷらをのせた「いちご茶漬け」、イチゴを和風だしで煮込

んだピンク色の「いちご鍋」など、イチゴが散りばめられ

た 10 品でテーブルを華やかに埋め尽くしました。

試食をした同会の秦岡邦江さん（安来町）は、「イチゴ

の甘さとほのかな酸味が料理にマッチしている。見た目も

かわいらしく、みんなでわいわいと盛り上がりながら楽し

める」と笑顔で話していました。

い
ち
ご
懐
石
（
３
８
０
０
円
・
税
抜
き
）
は
４
月

３０
日
ま
で
（
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

を使ったさまざまな催しが行われました

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

（上）ホテル一畑総料

理長・照沼英則氏によ

るイチゴのパンケーキ

作り実演の様子。

（左）安来産イチゴを

買い求める人。

甘くて粒が大きい “やすぎのいちご”

２１広報やすぎ ２０１５年４月



情報科学高校の生徒と企業が連携し、安来市の認

知度向上を図ろうと「安来オリジナル手ぬぐい」を

作成し 2月 26 日、近藤市長に報告しました。

授業で地域研究の課題に取り組んだ 3年生の 5人

は、安来をイメージしたデザインで認知度を高める

ため、オリジナル手ぬぐいを考案。株式会社えすみ

（本社・雲南市）の協力を得て、ドジョウやどじょ

うすくいをイメージした 3種類の手ぬぐいを商品化

しました。3年生の風呂本愛華さんは、「地域貢献に

少しでも関わることができうれしい」と話しまし

た。手ぬぐいは、3月から株式会社えすみの店舗や

インターネットショップなどで販売され、市の観光

施設など順次販路を拡大する予定です。.

私たちの体と心を育てる「食」について理解を深め、

食生活を見直す機会にと、食育フェスティバル in やす

ぎが 3月 1日、広瀬保健センターで開催されました。

会場では、野菜のスタンプを使用したコースターづく

りや、相模女子大学栄養科学部教授の堤ちはる氏の講演

会などの催しが行われました。試食コーナーでは、安来

市食生活改善推進員と学校給食調理員の皆さんが、栄養

豊富で子どもが食べやすい料理を紹介。細かくして揚げ

た鶏肉に野菜をたっぷり掛けた「鶏肉竜田の甘酢ソース

がけ」、炒めた高菜漬けにご飯とゴマを混ぜた「高菜ご

飯」など、見た目が華やかで食材を細かくするなど工夫

を凝らした４品が振る舞われました。
やまと

試食した竹田倭くん（６歳）は「（見た目が）きれいで

おいしかった」と空になった容器を見せてくれました。

就職を予定している市内の高校３年生を対象に、

円滑な社会人スタートを応援しようと安来市学習訓

練センターで２月 10 日、内定者合同研修会が開催

されました。

この研修は安来地域能力開発振興協会が毎年開

き、ことしは安来高校１１人、情報科学高校４８人の生

徒が参加。クレジットカードの注意点、コミュニケー

ションの重要性のほか、ビジネスマナーなどを学び

ました。

広島の自動車関連会社に就職する情報科学高校３

年の小川晃希さんは、「ネット通販などで、お金に

関するトラブルに遭わないように気を

つけたい」と気を引き締めていました。

▲試食をする子どもたち。

▲「体によい、悪いと分類せ
ずに各自に適した食事をバラ
ンス良く食べることが重要」
と話した堤ちはる氏。

情報科学高校の生徒の皆さん。左から、中西雄
さなか

大さん、風呂本愛華さん、田村央さん、仙田梨
たかひろ

華さん、藤原貴央さん。手ぬぐいは、島根のて

ぬぐい「どじょうと温泉シリーズ」として、販

売されています。

▲ビジネスマナー講座の様子。あいさつの仕方

について学び、全員で実践しました。

広報やすぎ ２０１５年４月２２



日本に興味がなかった僕が住んでいる理由

何で日本に住もうと思った？この質問を在日

外国人に聞くとかなり興味深い答えが返ってく

るのではないでしょうか。「アニメやマンガが

好きだから」と上手な絵を書いてくれる人もい

れば、「昔から武道をやっていた」と質問した

人を背負い投げで投げようとする人もいるかも

しれません。

しかし、僕はこの質問をされると困ってしま

います。なぜかというと、前から日本の文化や

風習に興味があって日本に住もうと思ってな

かったからです。

母国のニュージーランドでは、高校１年（日

本では中学 2年生）から外国語またはマオリ

語（先住民の言葉）が必修科目です。僕は日本

語・フランス語・中国語・マオリ語の中から、

特に理由もなく日本語を選択しました。最初の

２年間は、他の教科と変わりなく勉強していま

した。ある日、日本の高校から約３０人の生徒

が３週間母校に留学に来ました。僕は日本語を

勉強していたため、その高校生と片言の英語・

日本語で互いに交流を深めることができまし

た。この体験は、

日本へ興味を持つ

きっかけとなりま

した。

翌年、１５歳で、

日本を訪れる機会

があり、生徒２０

人と先生４人で３

週間、東京・京都・

広島・名古屋という順で日本を回りました。各

地域での宿泊はホームステイ。泊めていただい

た家では、お互いほとんど言葉が通じない環境

でしたが、どの家族もとても歓迎していただ

き、本当に楽しい時間を過ごさせてもらいまし

た。言葉が通じなくても、その素晴らしい体験

を今もはっきり覚えています。ニュージーラン

ドに帰ってからも日本の友達とコミュニケー

ションがとりたくて、たくさん日本語を勉強し

ました。この頃から日本語は、僕にとって単な

る勉強の教科ではなく、友情を深めてくれる道

具になっていたのです。今では住んでしまうほ

ど日本が大好きです。

市内に健康推進会議を組織し健康増進などに取り組む

安来市は、市民に最新の医療情報を提供しようと１月か

ら２月にかけて、市内３カ所で「とりだい病院安来メディ

カルセミナー」を開催し、約２００人が参加しました。

このセミナーは、市が鳥取大学医学部附属病院と連携

して昨年度に続き実施しました。２月２１日、はくた文化

学習館で行われたセミナーは、要望が多かった肩と腰の

痛みに関する病気の原因や治療方法などについて、医

師・谷島伸二助教がスライドを使って解説。谷島助教は

「しびれや発熱を伴うとき、体重減少があるときなど、

遠慮せずかかりつけ医などに相談してほ

しい」と話しました。

▲２月２１日の母里地区でのセミナーの様子。

講師の整形外科・谷島伸二助教（写真右）。

日本の高校生と学ぶ１４歳の
カラムさん（中央）

ＡＬＴ（外国人指導助手）リレートーク

エンジョイ！

カラムの
ジョンストン カラムさん

ＴＬ
Ａ当担の

月

今

２３広報やすぎ ２０１５年４月



新新着着図図書書紹紹介介

将軍と側近 福留真紀

チャキの償い 藤原咲子

吉田松陰の妹 原口泉

日本の名城解剖図鑑 米澤貴紀

女子の体幹レッスン 広瀬統一

土俵の周辺 岩崎友太郎

夢をかなえるゾウ３ 水野敬也

ご破算で願いましては 梶よう子

鼠、滝に打たれる 赤川次郎

起き姫 杉本章子

オネスティ 石田衣良

〈お子さんのほん〉

スギナの島留学日記 渡邊杉菜

太陽の草原を駆けぬけて

ウーリー・オルレブ

コロッケです。 西村敏雄

悲嘆の門 宮部みゆき

日本国最後の帰還兵深谷義治

とその家族 深谷敏雄

ザ・プリンセス雅子妃物語

友納尚子

吉野弘詩集 吉野弘

「月齢別」だから与え方や進

め方がよくわかる！離乳食の

大百科 小池澄子／監修

〈お子さんのほん〉

プロ野球のスゴイ話

高橋安幸＆「野球太郎」編集部

メランコリー・サガ ひこ・田中

どろぼうのどろぼん 斉藤倫

いってらっしゃーいいってき

まーす 神沢利子

くまさんはい 長野ヒデ子

女王はかえらない 降田天

死と砂時計 鳥飼否宇

我が心の底の光 貫井徳郎

帰り来ぬ青春 藤田宜永

ゆるい生活 群ようこ

ＥＶＥＮＡ 椎名誠

冷蔵庫を抱きしめて 荻原浩

絶唱 湊かなえ

悪足掻きの跡始末 佐藤雅美

叛徒 下村敦史

〈お子さんのほん〉

バスのたび 工藤エリコ

うめぼしさん かんざわとしこ

こどもの世界の民話 内田莉莎子

あたらしい子がきて 岩瀬成子

いえでぼうや 灰谷健次郎

かぐや姫のおとうと 広瀬寿子

アイちゃんのいる教室 高倉正樹

℡３７－００５０

はくた図書室

●平日の閉館時刻

１８時から１９時になります（土日は１７時）

貸出期間 一年以内（年度ごとに更新）

貸出方法 １～３カ月ごとに図書館職員が各施

設を巡回し、図書の入れ替えを行います。

申込方法 随時受付。申込書を安来市立図書館

に提出してください。申込書は市立図書館にあ

ります。詳しくは、お問い合わせください。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

■問い合わせ

安来市立図書館℡２２‐２５７４

図書の巡回貸出をご利用ください

図書館の閉館時刻を延長します

℡３２－４４５５

４月１日㈬から閉館時刻が変更になります。

安来市立図書館

●平日の閉館時刻

１９時から２０時になります（土日祝日は１８時）

図書館から遠距離に居住しているなどの理由

で来館が困難な人などが、市内の施設を利用す

る際に図書に触れていただけるよう、ご協力い

ただける施設を募集しています。申し込みの

あった施設には、まとまった図書の貸し出しを

行います。

対象 市内の施設（介護施設・病院・交流セン

ター・企業団体など）

貸出冊数 図書…30冊～ 紙芝居…５冊～

貸出種類 ①一般図書 ②児童図書

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

広報やすぎ ２０１５年４月２４



平
成
２７
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●問
税
務
課
（
固
定
資
産
税
）

℡
２３‐

３
０
５
１

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
市
内
の
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ

る
か
ど
う
か
を
比
較
で
き
る
制

度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
〜
６

月
１
日
㈪
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
務
課
（
安
来
●庁

向
か
い
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
別
棟
）

持
ち
物

運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）

●●
平
成
２７
年
度
固
定
資
産
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
平
成

２７
年
度
固
定
資
産
の
課
税
内
容

を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
課
税
明
細
書
」
を
４
月
初
旬

に
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
お
知
ら
せ

●申
●問
保
険
年
金
課

℡
２３‐
３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐
２３‐
９
５
４
０

学
生
納
付
特
例
は
、
学
生
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
１０

年
間
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

利
用
さ
れ
る
人
は
、
年
度
ご
と

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
は
、
対
象
の
学
生
が
住

民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

猶
予
さ
れ
る
年
金
期
間

▽
過
去
の
期
間
…
申
請
が
受
理

さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で

▽
将
来
の
期
間
…
年
度

末
（
３
月
ま
で
）
ま
で

※
平
成
２７
年
４
月
に
申
請
す
る

場
合
、
過
去
期
間
は
平
成
２５
年

３
月
ま
で
、
将
来
期
間
は
平
成

２８
年
３
月
ま
で
）

申
請
場
所

保
険
年
金
課
（
安

来
●庁
③
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太

各
●地
（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）、松

江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類

年
金
手
帳
、
印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
。

そ
の
他

平
成
２７
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

公
用
車（
バ
ス
）を
公
売
し
ま
す

●申
●問
▽
車
両
に
関
す
る
こ
と

・
市
民
参
画
課
℡
２３‐

３
０
６
９

▽
入
札
に
関
す
る
こ
と

・
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

次
の
車
両
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
車
両

①
広
域
生
活
バ
ス
平
成
１２
年

式
、
走
行
距
離
約
６１
万
１
千
㌔

②
広
域
生
活
バ
ス
平
成
１２
年

式
、
走
行
距
離
約
５７
万
２
千
㌔

申
込
締
切

４
月
１３
日
㈪

入
札
日

４
月
２０
日
㈪

場
所

安
来
中
央
●交
第
６
会
議
室

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲水と緑の森づくり
イメージキャラク
ターの「みーもくん」

荒廃した森林を再生し、水を育む

緑豊かな森を次世代に引き継ぐため、

平成 17年度に導入した「水と緑の

森づくり税」を引き続き５年間実施します。

●納める人

▽個人…県内に住所がある人

（一定所得金額以下の人は非課税）

▽法人…県内に事務所などを有する法人

●納める額

▽個人…年 500円

▽法人…均等割額の５％相当額（千円～４万円）

●納付方法 県民税均等割額に加算して、県民税の

一部として納付

●税収の使いみち

・再生の森事業…荒廃した森林での不要木伐採、

竹林伐採など

・みーもの森づくり事業…県民のアイデアと参加

による森づくり（竹林対策の継続的な活動を支援）

など。

・森づくり推進事業…水と緑の森づくり会議の開

催、「みーも通信」の作成配布など

●問島根県税務課 ℡０８５２‐２２‐５８９２

「水と緑の森づくり税」を
平成２７年度以降も継続します

島根県独自の課税制度

行行

政政

①①

②②

▲

公
売
す
る
車
両

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

２５広報やすぎ ２０１５年４月



環
境
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
①
〜
④
は
、
市
議
会
３
月
定

例
会
で
平
成
２７
年
度
予
算
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①
水
環
境
保
全
事
業
の
補
助

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１
日
㈬
〜
４

月
３０
日
㈭

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
の
補
助
（
住
宅
用
・
事
業
所

用
）

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。（
市
の
指
定
登
録

店
で
の
購
入
・
設
置
が
条
件
）

申
請
受
付

４
月
１５
日
㈬
か
ら

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

指
定
登
録
店
の
受
け
付
け

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
の
補
助
事
業
の
購
入
・
設
置

を
請
け
負
う
事
業
所
は
、

市
へ
登
録
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付

４
月
１
日
㈬

か
ら

③
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

設
置
費
の
補
助

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

や
薪
ス
ト
ー
ブ
、ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
、薪
ボ
イ
ラ
ー

の
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

申
請
受
付

４
月
１
日
㈬

か
ら

場 所

元ＪＡ切川代理所跡地

赤崎公民館

能義●交

運動公園佐久保側入口

宇賀荘●交

大塚●交

元ＪＡ折坂倉庫

吉田●交

十神山公園駐車場（向陽寺横）

黒鳥集会所

島田●交

門生公会堂

吉佐公民館

福井町公会堂

論田公民館

上荒島公会堂

シルバー人材センター
（元ＪＡ荒島代理所）

赤江●交

神塚公会堂

西中津公会堂

飯梨●交

市役所安来●庁（中庭駐車場）

時 間

９時２０分～１０時１０分

１０時２０分～１０時４０分

１０時５５分～１１時１５分

１３時２０分～１３時４０分

１３時５０分～１４時２０分

１４時３０分～１４時５０分

１５時００分～１５時２０分

１５時３０分～１５時５０分

９時１０分～９時３０分

９時４０分～９時５０分

１０時０５分～１０時３０分

１０時４０分～１０時５０分

１１時００分～１１時２０分

１３時２０分～１３時４０分

１３時５０分～１４時００分

１４時１０分～１４時３０分

１４時４０分～１５時００分

１５時１５分～１５時４５分

９時２０分～９時４０分

９時５５分～１０時１５分

１０時３５分～１１時０５分

９時３０分～１１時００分

期 日

４月２０日㈪

４月２３日㈭

４月２４日㈮

４月２５日㈯

４月２６日㈰

■狂犬病予防接種日程表（安来地域）

狂犬病予防法により、イヌは生涯に１回

の登録と、生後９１日以降は年１回の狂犬

病予防注射を受けなければなりません。飼

い犬を守るため、必ず受けましょう。

接種方法 右表からご都合の良い場所に、

市から郵送したハガキをお持ちの上、必ず

イヌを制御できる人がお連れください。

イヌの登録 未登録のイヌは、会場で登録

ができます。

料金（１匹当たり）

▽注射…３０００円（ワクチン代２４５０円、注射

済票交付手数料５５０円）

▽登録…３０００円

その他

・動物病院でも注射を受けることができま

す。（市外で受けた場合は環境政策課で注

射済証の交付が必要です）

・イヌが死亡した場合やイヌの所在地、飼

い主を変更した場合は、環境政策課までご

連絡ください。

・広瀬・伯太地域の日程などは

来月号でお知らせします。

狂犬病予防の集合注射とイヌの登録
安来地域

●問環境政策課
℡２３‐３０９８

※
毎
年
、
４
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
し
た
煙
霧

消
毒
の
貸
出
受
付
に
つ

い
て
は
、
３
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報やすぎ ２０１５年４月２６



④
下
水
路
清
掃
土
砂
の
回
収

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
１

平
成
２７
年
度
の
下
水
路
（
生

活
排
水
路
）
清
掃
に
よ
り
発
生

す
る
土
砂
の
回
収
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
日
時

４
月
８
日
㈬
８
時
〜

受
付
場
所

環
境
政
策
課

申
込
方
法

▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、環
境
政
策
課
、

広
瀬
・
伯
太
各
●地
に
設
置
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

注
意
事
項

▽
下
水
路
（
生
活

排
水
路
）
の
清
掃
に
よ
っ
て
生

じ
た
土
砂
の
み
回
収
し
ま
す

▽
土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ
て

く
だ
さ
い

▽
回
収
は
清
掃
日

の
翌
日
ま
た
は
２
日
後
に
行
い

ま
す
の
で
、
交
通
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い

▽
不
燃
物
（
金
属
・
ガ
ラ

ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ン
、

埋
め
立
て
ご
み
）
や
、
燃
や
す

ご
み
（
紙
く
ず
、
草
や
木
）
な

ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
溝
ふ
た
上
げ
機
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
込
書
の
記
載
欄

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
貸
出
台

数
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

介
護
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま

す●申
●問
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校

℡
０
１
２
０‐

５
５
６‐

５
３
２

３２‐

４
１
９
７

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
実

技
試
験
が
免
除
と
な
る
講
習
会

で
す
。
講
習
に
よ
り
、
実
技
試

験
が
免
除
に
な
る
の
は
、
平
成

２７
年
度
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
受
講

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

受
講
対
象
者

実
務
経
験
が
３

年
以
上
か
つ
実
務
日
数
が
５
４

０
日
以
上
。

受
講
料

６
０
７
５
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
副
読
本
代
・
受
講
案

内
資
料
代
、
送
料
込
み
）

日
程

第
１
回
…
５
月
１４
日
㈭
・

１５
日
㈮
・
３０
日
㈯
・
３１
日
㈰
、

第
２
回
…
６
月
４
日
㈭
・
５
日

㈮
・
２０
日
㈯
・
２１
日
㈰
（
第
３

回
以
降
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

受
付
開
始
日

全
回
４
月
１
日

㈬
９
時
〜

定
員

各
回
４０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

島
根
県
職
員
・
警
察
官
を
募
集

し
ま
す

●申
●問
島
根
県
人
事
委
員
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
３
８

試
験
区
分
に
よ
り
受
験
資
格

や
申
込
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

▽
平
成
２７
年
１０
月
採
用
試
験

●
警
察
官
（
大
学
卒
）

受
験
資
格

昭
和
５６
年
4
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間

３
月
１１
日
㈬~

４

月
１３
日
㈪

▽
平
成
２８
年
４
月
採
用
試
験

●
県
職
員
（
大
学
卒
）

受
験
資
格

昭
和
５８
年
４
月
2

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間

5
月
１１
日
㈪
〜
５

月
２９
日
㈮

●
警
察
官
（
大
学
卒
）

受
験
資
格

昭
和
５７
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間

５
月
１８
日
㈪
〜
６

月
１７
日
㈬

●
警
察
官(

高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

昭
和
５７
年
4
月
２

日
〜
平
成
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間

７
月
２７
日
㈪~

８

月
２８
日
㈮

●
県
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

平
成
６
年
４
月
２

日~

平
成
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間

７
月
２７
日
㈪
〜
８

月
２８
日
㈮

●
県
職
員
（
資
格
免
許
職
）

受
験
資
格

区
分
に
よ
っ
て
異

な
る

申
込
期
間

７
月
２７
日
㈪
〜
８

月
２８
日
㈮

※
受
験
案
内·

申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

FAX

支給額の変更は下記の支給分からです。

①・②…８月支給分（４月～７月分）から

③～⑤…５月支給分（２月～４月分）から※２・３月は改訂前の額

児童扶養手当などの手当額が変わります

●問福祉課①…福祉係 ℡２３‐３２１１

②～⑤…障がい福祉係 ℡２３‐３２１６

①児童扶養手当

・全額支給…42,000 円（改定前 41,020 円）

・一部支給…41,990 円～9,910 円

（改定前 41,010 円～9,680 円）

②特別児童扶養手当

・１級…51,100 円（改定前 49,900 円）

・２級…34,030 円（改定前 33,230 円）

③特別障害者手当

・26,620 円（改定前 26,000 円）

④障害児福祉手当

・14,480 円（改定前 14,140 円）

⑤経過的福祉手当

・14,480 円（改定前 14,140 円）

平成 27年 4月分からの各種手当額が

次のとおり改定されます。

改定内容（手当額は月額）

平成 27年４月分から

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

２７広報やすぎ ２０１５年４月



平
成
２７
・
２８
年
島
根
県
要
約
筆

記
者
養
成
講
習
会
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
６
０

０
８
５
２‐

３２‐

５
９
６
１

中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
な
ど

耳
の
不
自
由
な
人
へ
、
話
の
内

容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝

え
る
「
要
約
筆
記
者
」
を
育
成

す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
期
間

平
成
２７
年
５
月
〜

平
成
２８
年
１０
月
（
２
カ
年
・
２９

回
・
８５
時
間
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

コ
ー
ス

①
手
書
き
コ
ー
ス
、

②
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

対
象

島
根
県
在
住
で
、
受
講

終
了
後
、「
全
国
統
一
要
約
筆

記
者
認
定
試
験
」
を
受
験
し
、

島
根
県
意
思
疎
通
支
援
者
（
要

約
筆
記
者
）
と
し
て
活
動
す
る

意
志
の
あ
る
人
。

申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

定
員

２０
人
（
５
名
以
上
で
開

講
）

締
切
日

４
月
２０
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度
点
訳
・
音
訳
（
朗

読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習

会
受
講
者
募
集
（
受
講
無
料
）

●申
●問
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

℡
０
８
５
２‐

２４‐

８
１
６
９

視
覚
障
が
い
者
の
人
が
利
用

す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の

製
作
な
ど
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
講
座
で

す
。

受
講
日
時

平
成
２７
年
６
月
〜

平
成
２８
年
１
月
の
間
の
毎
週
金

曜

日
１３
時
３０
分
〜
１６
時

（
全
２５
回
）

場
所

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
松
江

市
南
田
町
）

対
象

２０
歳
以
上
（
学
生
を
除

く
）
で
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、
講
習
修
了
後
、

継
続
し
て
活
動
が
で
き
る
人
。

コ
ー
ス

①
点
訳
コ
ー
ス
、
②

音
訳
コ
ー
ス

申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
か
、

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員

１０
人

締
切
日

５
月
２０
日
㈬

そ
の
他

▽
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負

担

▽
講
習
に
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
は
各
自
で
用
意

▽
受
講
希

望
者
は
、
説
明
会
お
よ
び
選
考

会
が
５
月
２２
日
㈮
（
１０
時
〜
１２

時
）
に
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ｂ（６０人乗り）

１台

車内両側窓上

額面

８枠

縦３６．４ｃｍ×横５１．５ｃｍ

※Ｂ３サイズ相当

紙などで作成した広告を車内の

広告枠に差し込む（広告は広告

主が用意）

１カ月単位で最長１２カ月

月額 1,000 円（複数枠の申込可）

Ａ（３３人乗り）

２台

車内片側窓上

額面

５枠

バスのタイプ

台 数

掲 載 位 置

枠数（１台当たり）

広告枠の大きさの上限

掲 載 方 法

掲 載 期 間

掲載料（１枠当たり）

掲載位置
（タイプAの一枠分）

市が定める要綱などに基づき審査・決定し

ます。（募集数を超える場合は抽選）

４月１日㈬～４月３０日㈭必着

※募集枠数に達しない場合は、

募集期間終了後も随時受け付けます。

安来市広域生活バス（イエローバス）

●申●問市民参画課 ℡２３‐３０６９

車内広告の募集

安来市広域生活バス（通称「イエロー

バス」）の車内に、広告を掲載する事

業者を募集します。

申込書に必要書類を添え

市民参画課（安来中央●交）

に提出。※郵送可。

市内に本・支店を置く

民間事業者。

※広告代理店も可。

広告概要

募集対象

申込方法

募集期間

決定方法

FAX

広報やすぎ ２０１５年４月２８



危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
の
み
）

●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

７
２
０
２

期
日

５
月
２１
日
㈭
・
２２
日
㈮

場
所

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

（
松
江
市
北
陵
町
）

そ
の
他

開
催
案
内
は
、
４
月

か
ら
安
来
市
消
防
本
部
、
広
瀬
・

伯
太
各
分
署
、
比
田
分
駐
所
に

設
置
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

試
験
日

６
月
１４
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

４
月
２８
日
㈫
〜
５

月
１２
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

２５
日
㈯
〜
５
月
９
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

自
衛
官
幹
部
候
補
生
、
技
術
幹

部
候
補
生
の
募
集

●申
●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
松
江
募
集
案
内
所

℡
０
８
５
２‐

２４‐

６
５
３
７

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候

補
生
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

▽
日
本
国
籍
を
有

す
る
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
人
。

た
だ
し
、
２２
歳
未
満
の
人
は
大

学
を
卒
業
し
た
人
等
（
見
込
み

も
含
む
）
※
年
齢
は
、
い
ず
れ

も
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
。

受
付
期
間

３
月
１
日
㈰
〜
５

月
１
日
㈮
（
必
着
）

試
験

一
次
…
５
月
１６
日
㈯
・

１７
日
㈰
、
二
次
…
６
月
１６
日
㈫

〜
６
月
１９
日
㈮
の
う
ち
指
定
す

る
１
日

採
用
時
期

平
成
２８
年
3
月
下

旬
〜
4
月
上
旬
。

と
っ
と
り
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス

●問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

会
期
・
場
所

▽
広
島
会
場
…
４
月
１８
日
㈯
、

基
町
ク
レ
ド

▽
大
阪
会
場
…

５
月
１７
日
㈰
、
大
阪
国
際
会
議

場

▽
東
京
会
場
…
５
月
２３
日

㈯
、
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
１０
時
４５
分
〜
１２
時
）

▽
合
同
企
業
説
明
会
（
１３
時
３０

分
〜
１６
時
３０
分
）

▽
学
生
と

企
業
の
交
流
会
（
１７
時
〜
１９
時
）

対
象

平
成
２８
年
３
月
に
、
大

学
、
短
期
大
学
な
ど
を
卒
業
予

定
の
人
お
よ
び
県
内
就
職
を
希

望
す
る
人
。

そ
の
他

▽
参
加
企
業
な
ど
、

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
１６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所

４
月
１６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
３０
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
３０
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

４
月
１５
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

４
月
２８
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付

時
間
）、
広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限

４
月
２４
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●
お
楽
し
み
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

楽
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

４
月
１５
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
自
力
整

体
（
託
児
あ
り
）

育
児
で
疲
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
に
自
力
整
体
で
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

４
月
２７

日
㈪
１０
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
、
広
瀬
●健

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

２９広報やすぎ ２０１５年４月



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

４
月
６
日
㈪
・
２０
日
㈪
・

１０
時
〜
１２
時

受
講
料

５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円（
１
回
）。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
」

日
時

４
月
２１
日
㈫
〜
２４
日
㈮

（
４
日
間
）
９
時
３０
分
〜
１２
時

３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
要

申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要

▽
一
人
で
で
き
る
人
が
対

象●●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
と

一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

１２
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料

各
講
座
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

今
年
度
も
再
就
職
に
向
け
た

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
・
応
用

力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
認
定

資
格
取
得
が
目
標
で
す
。

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

そ
の
他

▽
定
員
各
１５
人

▽

雇
用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当

な
ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給

付
金
も
対
応
。

①
介
護
Ｐ
Ｃ
実
践
科
（
筆
記
試

験
・
職
場
実
習
あ
り
）

期
間

５
月
１
日
〜
７
月
３１
日

②
Ｉ
Ｔ
事
務
実
践
科

期
間

９
月
１
日
〜
１１
月
２７
日

③
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

期
間

１２
月
１
日
〜
２
月
２６
日

※
原
則
、
土
・
日
・
祝
日
休
み

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

４
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
藤
原

雅
江
（
℡
２８‐

６
０
１
４
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
藤
井
克
裕
（
℡

２２‐

２
４
６
２
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
中
央
●交
、
為
国
勝
（
℡

３７‐

０
４
２
６
）

●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
〜
２１
時

３０
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１

時
、
広
瀬
中
央
●交
、
吉
田
通
子

（
℡
０
９
０‐

４
８
０
２‐

２

２
７
９
）

●
伯
太

月
曜
日
１９
時
４５
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

（
平
日
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

日
時
・
場
所

４
月
１８
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
松
江
支
部（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

の
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

▽
予
約
優
先

▽
司

法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
日
の
１２
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分
ま
で
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・

要
予
約
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３

‐

１
３

１
６

・
福
祉
課

℡
２３‐

３
２
１
６

精
神
科
の
医
師
や
保
健
師
が

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

４
月
２
日
㈭
・

１５
日
㈬
・
２１
日
㈫
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
４
月
１４
日
㈫

9
時
３０
分
〜
１６
時
、
安
来
中
央

●交

▽
４
月
２８
日
㈫
９
時
〜

１２
時
、
広
瀬
●健

教教
室室
・・
講講
座座

相相

談談

広報やすぎ ２０１５年４月３０



各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時
、
▽
社
会
福
祉

協
議
会
℡
２３‐
１
８
５
５

行
政
相
談
所

▽
９
時
〜
１２
時
▽
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
３０
分
〜
１２
時

▽
人
権

施
策
推
進
課
℡
２３‐

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
要

予
約
）

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５

２‐

３３‐

７
７
１
０

▽
１１
時

〜
１６
時

企
画
展
「
入
り
海
の
記
憶
〜
知

ら
れ
ざ
る
出
雲
の
面
影
〜
」

●問
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

℡
０
８
５
３‐

５３‐

８
６
０
０

「
出
雲
国
風
土
記
」
に
入
り

海
と
し
て
登
場
す
る
宍
道
湖
・

中
海
は
、
出
雲
を
代
表
す
る
景

観
の
一
つ
で
、
内
水
面
交
通
の

よ
う

し
ょ
う

要
衝
と
し
て
政
治
・
経
済
・
文
化

上
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
、出

雲
の
地
を
育
み
ま
し
た
。

企
画
展
で
は
、
出
雲
の
入
り

海
が
人
々
に
と
っ
て
い
か
な
る

存
在
か
、
考

古
・
歴

史
・
美

術
・
民
俗
な
ど
の
豊
富
な
資
料

を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
、
近
世
以
降
、
新
田

開
発
な
ど
で
、
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
「
入
り
海
」
の
歩
み
を
た
ど

り
ま
す
。

会
期

３
月
２７
日
㈮
〜
５
月
１７

日
㈰
９
時
〜
１８
時
（
４
月
２１
日

㈫
は
休
館
日
）

場
所

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館
（
出
雲
市
大
社
町
）

観
覧
料

一
般
１
０
０
０
円
、

大
学
生
６
０
０
円
、
小
中
高
生

３
０
０
円
（
常
設
券
と
の
セ
ッ

ト
券
）
※
前
売
券
、
団
体
料
金

あ
り

イイ
ベベ
ンン
トト

人間国宝 石黒宗麿作
「赤絵羊絵平茶碗」

創作への意欲に見る ふるさとのちから

人間国宝 田村耕一作
「青磁椿茶碗」

能義郡布部村（現：安来市広瀬町）の出身である 西

田明史は、昭和２年、第８回帝展に初入選して以来、

数々の素晴らしい彫刻作品を残しています。今回は完

成作品のほか、製作途中の作品を特別に展示します。

作品からふるさとへの思いを味わってください。

期 間 ４月２日㈭～７月１４日㈫

９時～16時 30分（入館は 16時まで）

場 所 安来市加納美術館

入館料 ・一般 1,000 円（団体料金あり）

・学生 500円（高校生以上）

※身障者手帳をお持ちの人、中学生以下は無料。

日 時 4 月 26日㈰ 10時～15時

場 所 山佐ダムキャンプ場

（雨天時は山佐●交）
内 容 ・ネイルサロン・マッサージ・ヨガやアクセサ

リー販売・子供服・飲食などが出店

・ダンスやバンドなどが出演するイベントステージ

・竹を使った子ども体験イベントなど

●申●問安来市加納美術館 ℡３６‐０８８０

日 時 ４月12日㈰ 10時～・13時～

場 所 安来市加納美術館

料 金 2,500 円（美術館入館料・

季節のお菓子・お茶代含む）

申込期限 ４月９日㈭

【展示】西田明史彫刻展

学芸員の案内による館内見学の

後、茶室にて季節のお菓子とお茶、

そして『碗』を愉しみながら心豊か

に過ごせます。

●問山佐●交 ℡３５‐０１２９

たの

名碗を愉しむ会

大自然に囲まれた山佐ダムで「女性

を美しく」、「子どもたちを楽しませ

る」をテーマにした催しを開催。心地

よい春の一日を過ごしましょう。

▲西田明史作
「相倚」

安来市加納

美術館から

のお知らせ

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

３１広報やすぎ ２０１５年４月




